
会
員
の
皆
さ
ん
日
頃
の

当
会
の
運
営
に
対
す
る
ご

理
解
と
ご
協
力
に
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
千
鷲
会
は
創
立
以

来
間
も
な
く
三
〇
年
を
経

よ
う
と
し
て
お
り
、
こ
の

間
航
空
自
衛
隊
千
歳
基
地
、

当
会
賛
助
会
員
各
位
の
ご

支
援
ご
協
力
を
頂
き
な
が

ら
会
員
数
約
七
〇
〇
名
に

な
り
ま
し
た
。
基
地
単
位

Ｏ
Ｂ
団
体
と
し
て
は
全
国

で
も
最
大
規
模
の
も
の
で

あ
り
、
会
勢
の
拡
大
と
共

に
、
有
意
義
な
活
動
を
実

施
す
る
上
で
会
の
絆
を
維

持
強
化
す
る
こ
と
が
益
々

重
要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら

も
こ
の
度
長
年
の
懸
案
事

項
で
あ
つ
た
我
々
固
有
の

会
報
を
発
刊
す
る
運
び
に

至
っ
た
こ
と
は
一
歩
前
進

で
あ
り
皆
さ
ん
と
共
に
慶

び
た
い
と
思
い
ま
す
。

従
前
か
ら
会
の
運
営
状

況
や
活
動
内
容
の
周
知
徹

底
、
会
員
相
互
の
緊
密
な

情
報
交
換
手
段
確
保
の
必

要
性
を
認
識
し
つ
つ
も
印

刷
物
の
発
行
と
配
布
に
必

要
な
経
費
の
見
積
り
に
難

が
あ
っ
た
こ
と
等
に
よ
り

継
続
検
討
と
し
て
い
た
事

項
で
す
が
、
今
般
、
こ
れ

ま
で
の
会
運
営
の
経
験
を

と
お
し
て
通
信
連
絡
要
領

を
合
理
化
す
る
余
地
が
あ

る
こ
と
、
印
刷
機
器
の
普

及
に
よ
り
印
刷
業
者
を
介

す
る
こ
と
な
く
自
力
で
制

作
発
行
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
こ
と
の
見
通
し
を

得
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の

中
に
は
千
鷲
会
活
動
の
み

な
ら
ず
加
え
て
町
内
会
、

各
種
サ
ー
ク
ル
や
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
団
体
、
あ
る
い
は

企
業
経
営
や
企
業
で
の
勤

務
等
に
お
い
て
重
要
な
役

割
を
担
つ
て
活
動
し
て
お

ら
れ
る
方
、
更
に
は
個
人

的
な
趣
味
の
分
野
で
も
卓

越
し
て
い
る
方
が
大
勢
お

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
実

情
や
ノ
ウ
ハ
ウ
は
貴
重
な

題
材
と
し
て
全
会
員
が
共

有
す
る
に
値
す
る
も
の
と

考
え
ま
す
。
当
面
は
単
葉

モ
ノ
ク
ロ
の
紙
面
に
よ
る

年
間
で
限
ら
れ
た
発
行
回

数
と
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
が
、
賛
助
会
員
の
方
々

を
含
め
た
会
員
の
皆
さ
ん

全
員
に
よ
る
積
極
的
な
投

稿
や
情
報
提
示
な
ど
ヘ
の

ご
協
力
と
事
務
局
担
当
の

ご
努
力
を
頂
き
な
が
ら
創

意
工
夫
を
重
ね
、
よ
り
良

質
で
魅
力
的
な
内
容
に
発

展
さ
せ
て
情
報
を
共
有
で

き
る
よ
う
期
待
を
し
て
い

ま
す
。

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
千

鷲
会
活
動
の
広
報
に
関
し

多
大
な
便
宜
を
図
つ
て
頂

い
て
い
る
千
歳
基
地
新
聞

編
集
室
に
心
か
ら
の
御
礼

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に

引
き
続
き
の
御
指
導
を
お

願
い
し
発
刊
に
あ
た
っ
て

の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

千
鷲
会
会
員
の
皆
様
、
七

月
二
十
六
日
付
で
第
２
航

空
団
司
令
兼
千
歳
基
地
司

令
に
着
任
し
た
武
藤
将
補

で
す
。
司
令
着
任
の
ご
挨

拶
を
兼
ね
て
会
報
発
刊
の

お
祝
い
を
申
し
上
げ
ら
れ

る
こ
と
を
心
か
ら
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

千
鷲
会
は
千
歳
基
地
Ｏ
Ｂ

会
と
し
て
創
立
以
来
、
間

も
な
く
三
十
年
を
迎
え
ら

れ
、
会
員
相
互
の
親
睦
と

千
歳
基
地
と
一
体
と
な
っ

た
各
種
行
事
等
の
活
動
を

幅
広
く
、
活
発
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
例
年
市
の
人

口
を
上
回
る
来
場
者
を
迎

え
、
千
歳
の
夏
を
代
表
す

る
行
事
と
な
っ
て
い
る
航

空
祭
の
共
催
、
追
悼
式
や

成
人
祝
賀
会
等
の
行
事
の

後
援
な
ど
、
千
歳
基
地
の

運
営
に
不
可
欠
な
ご
支
援
、

ご
協
力
を
得
て
い
る
こ
と

に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
山
歩
き

や
ゴ
ル
フ
等
の
趣
味
を
同

じ
く
す
る
会
員
の
方
々
が

定
期
的
に
登
山
や
コ
ン
ペ

を
企
画
し
、
活
動
さ
れ
て

い
る
状
況
を
千
歳
基
地
新

聞
に
も
投
稿
し
て
い
た
だ

き
、
千
鷲
会
と
千
歳
基
地

に
一
体
感
を
醸
成
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
度
、
千
鷲
会
固
有

の
会
報
を
発
刊
し
、
多
方

面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
会

員
個
々
の
状
況
や
サ
ー
ク

ル
活
動
の
成
果
な
ど
の
情

報
共
有
の
手
段
を
得
ら
れ

た
こ
と
は
、
七
百
名
を
越

す
会
員
の
絆
を
深
め
る
の

み
な
ら
ず
、
基
地
と
の
関

係
強
化
、
さ
ら
に
は
千
鷲

会
の
存
在
感
を
一
層
高
め

る
こ
と
と
期
待
し
ま
す
。

会
報
を
定
期
的
に
刊
行
す

る
た
め
に
は
、
担
当
者
の

ご
努
力
は
も
と
よ
り
、
会

員
皆
様
の
積
極
的
な
参
画

が
必
要
で
す
が
、
千
歳
基

地
と
し
ま
し
て
も
紙
面
を

充
実
さ
せ
る
情
報
提
供
に

ご
協
力
し
た
い
と
思
い
ま

す
。千

歳
基
地
は
地
元
と
の

共
存
共
栄
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
て
お
り
、
千
鷲
会
に
は

基
地
と
地
元
を
つ
な
ぐ
紐

帯
と
し
て
今
後
益
々
ご
発

展
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

千
鷲
会
会
員

６
７
３
名

賛
助
会
員

団
体

１
６
社

個
人

１
２
名

会
員
皆
様
方
の
活
動
状
況
等

を
掲
載
致
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
趣
味
、
論
評
な
ど
ジ
ャ
ン

ル
は
問
い
ま
せ
ん
。
自
薦
、
他

薦
大
歓
迎
で
す
。

投
稿
先
及
び
問
合
せ
先

佐
々
木

２
４
ー
４
７
６
４

国

井

２
８
ー
４
３
０
２

千鷲会だより 平成２２年８月３０日

（創刊号）

発行所

千鷲会事務局

発行人

野澤 邦彦

発
刊
に
よ
せ
て

千
鷲
会
会
長

朝
倉

範
夫

第
２
航
空
団
司
令

兼
千
歳
基
地
司
令

空
将
補

武
藤

茂
樹

千
歳
基
地
航
空
際
が
八

月
八
日
、
基
地
内
で
行

わ
れ
、
雲
の
多
い
天
候

に
も
拘
ら
ず
多
く
の
観

衆
が
航
空
シ
ョ
ー
を
楽
し
ん
だ
。
当
日
は
、

う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
で
あ
っ
た
が
米
軍
機
の

機
動
飛
行
、
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の
曲
技
飛

行
が
披
露
さ

れ
た
。

前
日
、
市

内
の
ホ
テ
ル

で
行
わ
れ
た

千
鷲
会
主
催

の
前
夜
祭
懇

親
会
で
は
会

長
以
下
会
員

達
が
受
付
な

ど
担
当
し
た
。

（
写
真
下
）

挨拶する朝倉会長

千
鷲
会
航
空
祭
を
支
援

（
平
成
二
十
二
年
八
月
吉
日
）

千
鷲
会
会
報
の
発
刊
を
祝
す

千
鷲
会
の
会
員
数

投
稿
記
事
募
集



千
鷲
会
定
期
総
会
が

六
月
十
一
日
、
市
内
の

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

総
会
で
は
昨
年
度
事
業

経
過
報
告
、
本
年
度
事

業
計
画
案
な
ど
が
議
案

審
議
さ
れ
満
場
一
致
で

可
決
さ
れ
た
。
（
写
真
左
）

そ
の
後
、
行
わ
れ
た

懇
親
会
に
は
基
地
司
令

を
は
じ
め
各
所
在
部
隊

長
ら
が
参
加
。
会
員
と

在
職
中
の
話
を
す
る
な

ど
懇
親
を
深
め
た
。

新
役
員
は
次
の
と
お
り

会

長

朝
倉

範
夫

副
会
長

野
澤

邦
彦

同

木
内

将
一

同

柏
本

博
明

監
査

佐
藤

勝

同

新
田

幸
吉

会
計

田
爪

幸
夫

事
務
局

局

長

塙

哲
夫

次

長

白
木

敏
滋

総
務
部

部

長

本
郷

武
男

理

事

渡
辺

孝
典

同

宮
崎

光
男

同

福
田

博
志

事
業
部

部

長

熊
原

清
二

理

事

上
根

秀
昭

同

坪
倉

光
也

広
報
部

部

長

佐
々
木
眞
司

理

事
同

渥
美

伸
悦

同

国
井

勇
治

同

中
川

忠
範

新
入
会
員
の
紹
介

援
護
室

中
倉

秀
樹

特
輸
隊

坂
田

彰
一

整
群
本

鈴
木

雄
二

援
護
室

二
瓶

正
四

飛
行
群

長
勢

昭
博

援
護
室

仲
川

賢

司
令
部

森
田

弘

施
設
隊

矢
野

光
紹

千鷲会だより 平成２２年８月３０日

環境整備に汗を流す

千鷲会は七月三十一日、２空団広報室の
支援を受けて基地慰霊碑前の環境整備を
行った。
作業には会長以下八人が参加。例年にな

い暑さの中でオンコや桜などを手馴れた手
つきで剪定した。

サ
ー
ク
ル
活
動

パークゴルフサークル
和気あいあいのなかでの熾烈な戦い。

年齢にあった適度な運動を一緒にしま
しょう。会員７１名 例会年２～３回

入会連絡先 白木（２４－３８７１）

熊谷 （２６－１２７２)

ゴルフサークル
口撃と老檜テクニックで、若いやつらに
負けん! 来たれチヤレンジヤー
会員６６名 賛助会員１３名
例会年８回程
入会連絡先 柏本（２４－９７０７）

山登りサークル
初心者から超ベテランの多彩なメンバーの方、
青空の下、大自然を満喫しませんか
会員３３名 登山回数年７～８回
入会連絡先 鈴木(22-1945)汲田(26-3674)

七
月
二
十
日
（
晴
れ
）

苫
小
牧
リ
ゾ
ー
ト

７
２
ア
イ
リ
ス

二
十
二
名
参
加

三

月

三

十

一

日

（
晴
れ
）
幌
平
山

会
長
以
下

十
九
名

（
前
基
地
司
令
参
加
）

平
成
二
十
二
年
度
定
期
総
会

八
月
十
九
日
（
晴
れ
）

つ
ば
さ
公
園

二
十
五
名
参
加

訃

報

千
鷲
会
の
創
設
者
で

あ
り
、
長
年
に
わ
た
り

会
長
と
し
て
務
め
ら
れ
、

千
鷲
会
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
た
池
上
洋
吉
様

が
四
月
二
十
五
日
、
他

界
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す




